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リズム運動における自閉症児の音楽認知と自己制御との関連
Association with Self Control and Musical Cognition of Autistic Children in Rhythmic Exercise
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Abstract
In childcare, support for livelihood is essential for autistic children. We also need to offer support
based on symbolic functions such as mimicry and make-believe play, along with promotion of common
attention that assists cognitive development. This research examined behavior modification of autistic
children in rhythmic exercise “Tombo” during a period of one year, based on the following viewpoints :
(1) Input of sense, (2) Action, (3) Musical cognition, and (4) Expression and language output.
Through the research results we confirmed that the cognitive process could be classified into five
stages. As an additional point, the children showed musical cognition after they perceived sound from a
piano, such as understanding an activity where music and exercise were coordinated, cognition of the
rhythm, recognition of the structure and modulation of the song, and discernment of songs. At the same
time, we also confirmed that song recognition and understanding of exercise led to enhancement of
motivation for the participation of the children, resulting in expression of imitation and behavior of
common attention. This shows that their cognitive ability could develop within a group. As for the
factors of these observations, the subject children probably felt that it was easy for them to accept
simple exercise that is repeated in a comparatively quiet environment, the repetition of the same
rhythm, and comfortable music phrases. Therefore, making some devices in conducting rhythmic
exercise is likely to be one of the effective support aids for autistic children.
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Ⅰ．研究の目的
保育者は、自閉症児が園生活を円滑に進めるため
に様々な援助の方法を用いている。例えば、その日
の活動予定を事前に知らせておいたり、視覚教材を
活用したりすることである。その一方で、音楽活動
や身体活動など集団活動に自閉症児が参加するため
の援助の在り方については、十分に確立していると
は言い難い。
集団活動に参加することは、他児と経験を共有す
ることであり、他児とつながることでもある。しか
し、多くの自閉症児は、集団活動に参加することが
苦手である。その理由の一つに、他者の視線の先に
自らの視線を合わせるという「共同注意｣1) の欠如
が考えられる。健常児の場合は、共同注意行動を
歳前に獲得するといわれているが、自閉症児は視点
が定まりにくいという特性もあり、共同注意の獲得
が困難な場合が多く、他児と興味を共有する機会に
恵まれない。
共同注意は、大きくつに分類されている2)。一
つは、単純に他者の視線を追い、他者と同じものを
見るという「応答的共同注意」であり、もう一つは、
乳児自らの身振りによって他者の注意を自分に惹き
つけ、自分が注視している対象物へ他者の視線を誘
導する「始発的共同注意」である。
保育の目標の一つは、子どもが遊びや集団活動を
通して他児とコミュニケーションできるようにする
ことであるが、自閉症児の場合、とくに前者の応答
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1）共同注意：
「共同注意」とは、乳児が自己―対象―他者という三項関係の中で、他者が見ているところを見ることである。
健常児の場合、生後10ケ月頃からあらわれるのが、共同注意行動である（大藪泰 2004 共同注意―新生児から
歳ヵ月までの発達過程―川島書店 14-17）
2）大神英裕 2008 発達障害の早期支援―研究と実践を紡ぐ新しい地域連携― ミネルヴァ書房 152
的共同注意を苦手とする場合が多く、その目標はな
かなか達成されにくい。また、自閉症の特性の一つ
として、他者の心的状態を察する「心の理論｣3) に
障害があることが知られている。そのため、自由遊
びでの見立て遊びやごっこ遊びなど、象徴的機能を
働かせる集団遊びに参加する機会が失われる。この
ような観点から、自閉症児に対しては、他者と同じ
経験を重ねる中で自分の行動や感情に気付くように
すること、さらに他者への関心につながる集団活動
への参加を促すことが大切であると考えられる。
以上のような問題意識から、一斉活動参加への支
援として効果的な手法を用いている一保育所におけ
る「リズム運動」を取り上げる。本所のリズム運動
は、斎藤公子のリズム論の流れを汲み、次のような
特徴がある。
① 音楽では必ずピアノが使われている。走るこ
とやカエル跳びなど、子どもの活発な運動を
促進するような演奏法である。子どもの動き
に音楽を一致させるため CDなどのメディア
は使用しない。
② 音楽のテーマは、よく知られた童謡を用いる
ことが多く、シンプルな歌が選曲されている。
その編曲は躍動感のあるものや流れる感じな
ど雰囲気を明確に出し、ピアニストも子ども
の動きを引き出すようによく熟練されている。
③ 運動方法については、音楽のリズムにぴった
り同期させることよりも、全身の筋肉を十分
に使って運動量を大きくとることを目指して
いる。
騒音や新奇な場面を苦手とする自閉症児である
が、前述の特徴があるリズム運動における激しく時
には柔らかいピアノの音、構成されたシンプルな曲
と運動との協応は、心地よい刺激として受け入れや
すいものであることがうかがえる。
近年では、音楽が神経学的にもたらす影響力が大
きいことを解明する研究が進められている。タウト
らの研究によると、「脳内の神経ネットワークの調
和によって、リズムが認知や学習の神経生物学的基
礎を構築する｣4) ことが示唆されている。ここでは、
リズムのもつ特性が脳の活性化に働きかけ、音楽が
認知発達や学習とも関連する作用があると考えられ
ているのである。例えばパーキンソン患者が音楽に
合わせて歩けるようになるなど、神経学的音楽療法
の分野でもリズムの特性が生かされ、リズムが人に
与える影響力の大きさに気付かされる。
本研究では、リズム運動における自閉症児の音楽
認知の獲得が運動制御にどのような影響を及ぼすか
について、本所に通う自閉症児の行動変容から検討
する。そこで A 児の行動変容を、音楽の認知の推
移、リズムの知覚、共同注意行動の観点から分析し
たうえで、リズム運動の自閉症児に対する支援的効
果について解明する。
Ⅱ．研究の方法
本研究では、保育所におけるリズム運動を筆者が
約年間観察した記録をもとに、歳自閉症児の活
動参加に至る経緯を検討する。
．対象
対象は保育所に通う歳男児（以下：A児）で、
自閉症スペクトラムと医師に診断され、療育手帳が
交付されている。入所前までは他の保育所に通って
いたが、2012年月に本所に入所してきた。入園当
初は慣れない環境のため、保育室内でパニックにな
ることが多くあった。また、言語によるコミュニ
ケーションが難しく、ハンド・クレーンで要求を伝
えることが多いが、保育者の話の内容はある程度理
解しているとのことであった。行動面については、
視線が合いにくい、他児と遊ばない、保育者の言葉
による指示が通りにくい、模倣が困難であることな
どが、保育所側で観察されていた。筆者が観察を始
めた月時点では、集団活動への参加は難しいが、
音楽を聴くことは好きであると判断されていた。
．リズム運動の内容
リズム運動は午前9：30に開始し、週〜回、
歳児、歳児、	歳児合同で行われる。場所は、
保育所階の大きなホールで、アップライトピアノ
が台置かれている。
リズム運動の例として、2012年月12日(木)：
9：30から・・	歳を対象とした内容は、う
さぎ、かえる、あひる、かめ、	とんぼ、
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3）Simon Baron-Cohen（サイモン・バロン・コーヘン）田原俊司監訳 1997 心の理論(上)―自閉症の視点から― 八
千代出版 256-258
4）マイケル・H・タウト 三好恒明他訳 2006 リズム，音楽，脳 協同医書出版社 68
金魚のひるね、スキップ、マズルカ、の順番で
あった。リズム運動の前後には、約	曲の歌唱が全
員で行われる。これら一連の活動は、第さくら保
育園創始者である「斎藤公子のリズムと歌―さくら
さくらんぼ―｣5) の内容にほぼ沿っているが、園独
自のアレンジも加味されている。リズム運動におけ
る基本リズムは、日頃から聴いたり歌ったりする童
謡に合わせて、特別な訓練を必要としない日常的な
運動という、理解しやすい内容である。さらに、筋
力をつけるために、両手両足をはじめ身体全体を複
雑に動かす運動もある。
本研究では、リズム運動「とんぼ」（伴奏曲「と
んぼのめがね」作詞：額賀誠志、作曲：平井康三郎）
における A 児の行動変容を対象とする。「とんぼ」
を対象とした理由は、曲は 4/4拍子で小節と短い
ものの、前奏・歌・後奏部分での運動内容がそれぞ
れ異なるという、精度の高い聴感覚の発達を要求さ
れる曲であるからである。
なお、「とんぼ」の運動内容は以下の通りである。
① 前奏では、その場で両手をピンと広げ、竹と
リズム運動における自閉症児の音楽認知と自己制御との関連
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5）斎藤公子 1994 さくらさくらんぼのリズムとうた 群羊者 78-109
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表 「とんぼ」における感覚入力・行動変容・音楽の認知・表情との関連
・走る時に笑顔が出る
・運動後に自分の席に戻った
時も、爽やかな表情がみら
れる
・年長クラスの子どもの活動
を見て笑う
・走るときのメロディ・リズ
ムを認知する
・保育者 Bの膝の上に座り、
楽しそうに足をバタつかせ
る
・曲の開始を理解する
・音楽と運動の協応に気付く
・見学をしながら「キーキー」
「ワー」という言語が出る
・ピアノの音に興味を示し、
ピアノの傍で聴く
・知っている曲を聴くと、
じっと立ち止まる
・保育者 B が膝の上にＡ児
を座らせて足で床を踏む
と、安心したような柔らか
い表情をする
・最初はピアノの音は遠くか
ら聴こえるが、音源に気付
かなかった。
・リズム運動の活動を理解で
きにくい
・顔の表情が硬い
・保育者Ｂに手を引っ張られ
て歩くが、面白くないよう
な表情をする
音楽の認知 表情・言語感覚入力
・曲のイントロを聴くと運動
内容がすぐに予測され、曲
を識別する
・新入園児に活動を見ながら
指さしをして話しかける
・曲の最後が徐々にゆっくり
になることを察知する
・保育者 B から離れ、堂々
とした表情で活動に参加す
る
・リズムの緩急を認知する
・模倣が拡大する
・認められると笑う
・活動を見学する際に隣の子
どもに指さしをして話しか
けようとする
・前奏は動かないで待つこ
と、歌の部分で走るなど曲
の構成を認識する
・曲に合わせて他児の行動を
模倣しようとする
・曲が聴こえると、走る出番
ではないときにも前に出る
・自分の番の時にも自発的に
出て走る
月
・他児の走る様子を見て、興
味を示す
・保育者 B と手をつないで
活動に参加して走る
	月
・保育者 B の膝に座り他児
の様子をチラチラと見る
が、視点は定まらない
・保育者 B と手をつないで
前に出るが走らずに外に出
る
・クラスの子どもの運動を模
倣しない
月
・保育者 B に促されて椅子
に座るが、目がキョロキョ
ロして集中しない。
・入室直後の子どもたちが騒
いでいると、両手を耳にあ
てて音を遮断する態度がみ
られる
・保育者Ｂと輪に中に入る
が、友達の足を蹴ったり突
き飛ばしたりする
・部屋の中を走りまわる
・自分の椅子から離席する
月
・ほとんど自分の席に座り、
活動を見る
・気持ちが落ち着かない時
は、ピアノに寄りかかって
音楽を聴く
・周りの状況を見て多くの活
動にタイミングよく参加す
る
・新入園児に教えるような態
度をとる
12月
・立ち歩くことが減少し、活
動を見ることに集中する
・準備態勢、走る、徐々に
ゆっくり走り最後のポーズ
をとるまで全ての運動がで
きる
・周囲の子どもの模倣をす
る。
11月
・好きな活動は見るが、好ま
ない活動は見ない
・隣に保育者 B がいなくて
も、前奏で準備態勢に入
り、とんぼの態勢に入る
・曲の最後でポーズをとろう
と努力するが、足元がふら
つく
月
・保育者 B の指さす先の子
どもの方を見ようとする
・ピアノ演奏者が交代する
と、音色や曲の流れが異な
ることに気付くのか、運動
を止めてピアノに近づく
・皆と同じ方向に向いてスタ
ンバイするなど他児を模倣
する
・曲の前奏部分から、両手を
横に伸ばしてとんぼのよう
に走り出す
・最後のポーズで運動を止め
る
月
・「とんぼ」の時は椅子の上
に立って、他児の活動を見
る
・興味のない活動は見ない
んぼのようにゆすって、飛び出す準備をする。
② 歌の部分が始まるとそのまま両手を広げて、
全速力のスピードで走る。
③ 曲の終わりに近づくと、徐々にスピードを落
とす。
④ 曲の最後の静かな装飾音では、片足で止まっ
て羽を休めるポーズを取る。
筆者は2012年月から2013年の月までの約年
間、本所で行われるリズム運動を月〜回観察を
行った。A 児の行動変容については、筆者の観察
メモと本所の許可を得たビデオ映像記録をもとに、
明らかにする。
．分析の指標
分析の指標は、①感覚入力：聴知覚による音の受
容、視知覚による視覚情報、②行動：A 児の音楽
に合わせた運動の様子、③音楽の認知：リズム、音
楽の構造、旋律の認識と記憶、④表情・言語：情動
の表れ、の項目である。これらの項目を分析の
指標として用いたのは、自閉症児の支援として、リ
ズム運動において自分の感覚器官を働かせながら自
身の行動や感情に気付いたうえで、他児の運動を見
て理解することが、他児への関心にもつながるとい
う「共同注意」への導きの度合いを検討するためで
ある。そこで、対象児が音楽をどのように受容し音
楽の認知に結び付けているのか、結果的に行動や表
現の変化にどのように関連しているのか、という関
係性を明らかにする必要があると考えた。
Ⅲ．結果と考察
約年間のリズム運動の中で、「とんぼ」におけ
る A 児の行動変容を「感覚入力」「行動変容」「音
楽の認知」「表情・言語」の項目の観点から分析
した結果、「模索期」「参加初期」「参加期」「模倣期」
「自立期」の	期に分類できた。分類したものを表
に示した。
「とんぼ」における期の行動変容と考察
【第期−模索期】
広いホールでのリズム運動の場面は A児にとっ
て新奇な場面であり、最初は落ち着かずに不安で
いっぱいの様子であった。この場を受け入れにくい
気持ちが、ホールから出てしまうこと、他児や保育
者の足を蹴ったり身体を突き飛ばしたりするという
行動にあらわれたようである。音楽に対しては、最
初はとくに反応を示さず、音とは無関係に歩き回っ
たり走り回ったりしていた。担任の保育者 Bは、A
児を膝に乗せて身体をさすったり、抱いてピアニス
トの傍を歩いたりするなど、A 児の混沌とした不
安な心を身体で包み込むように受け止めるように働
きかけられていた。他児の運動を見学する際には、
保育者 Bがメロディを A児の耳元で歌ったり活動
の様子を見ながら、リズムに合わせて A児の足を
持って床を踏ませるなどの援助がされている。徐々
に A児の行動は落ち着きくようになり、自分から
ピアノの横に行き、音と鍵盤の動きに関心を示す様
子も見られた。さらに、信頼する保育者 Bによる
身体への働きかけにより、自ら音楽に合わせて足を
動かすなど、新奇な場での活動に対して不安を覚え
ていたA児に、落ち着きが見られるようになった。
【第期−参加初期】
A 児は、保育者 Bと手つなぎで活動の輪に入り
「走る」活動に参加する。見学の時には、耳元でさ
さやく保育者 Bの言葉に顔を向けて耳を傾けるよ
うになった。他児の運動の様子を落ち着いて見るこ
とができるようになると、音楽と運動が協応する活
動を理解し、A 児に楽しい気持ちを表す表情が出
てきた。ただし A 児の安心できる場所は、自分の
椅子ではなく保育者 Bの傍である。時折、保育者
Bの膝に座りながら後ろを振り返って保育者の顔を
のぞきこむなど、リズム運動の活動の中で保育者 B
と視線を合わせる姿が見られ、リズム運動を見る楽
しさを共有していると思われた。
A 児が、走る活動場面に保育者 Bと手つなぎで
参加できたことは、活動内容を認知し、参加したい
という意欲が芽生えてきたといえる。さらに他クラ
スの走る活動場面にも参加する行為は、自分のクラ
スと他のクラスとの見極めがついていないものの、
曲の前奏を聴いただけで走り出す様子から、曲と運
動が一致するようになったことがわかる。ここに、
音楽の開始と終止を認知するという発達がみられ
た。
A 児は、興味の無い活動は見ずにホール内を歩
くこともあるが、自分が参加できる好きな活動につ
いては、他児の運動の様子を注視するようになり、
その時間が長くなってきた。時折、見学する時に保
育者 Bの膝に座って声を発するようになり、気持
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ちがリラックスしていることが感じられた。
【第期−参加期】
曲「とんぼのめがね」の前奏では立ったまま両手
を伸ばして大きく回し、歌の部分に入ってから走
る、曲が終わると止まる、などの運動が音楽に合わ
せてできるようになってきた。ここでは曲の前奏、
主題、終止の部分を把握し、音楽に合わせた行動制
御が可能になったといえる。また、他児の活動を自
分の椅子に座って見て笑うなど、行動面も落ち着い
てきた。活動に参加した後に笑顔が見られ、落ち着
いた行動をとることは、A 児にとってリズム運動
への参加が、情動の発散および満足感を感じること
につながったと推測される。
視感覚の使い方については、保育者 Bの指を差
す方向にいる子どもを、A 児が見るという態度が
見られるようになった。これは、「あの子どもを見
てごらん」という保育者 Bの意図をA児が理解し、
その子どもを見るという応答的共同注意が出現した
と考えられる。保育者 Bとの信頼関係が十分に構
築し、活動への興味が増してきた A 児は、保育者
Bから働きかけられた応答的共同注意に応じられた
といえる。これまで A 児に対して、ほとんどかか
わってこなかったが子どもたちが、A 児の足に手
を置いて「まだ出たらだめよ」と声をかけるように
変化してきた。ここでは他児が、A 児を一緒に活
動する仲間として受け入れるようになり、A 児が
その制止に従うという社会性の芽生えが伺える。音
楽を認知することで A児の行動変容が生まれ、他
者と同じ運動に参加することで他児との関係性の構
築に発展してきた。
その一方で、A 児は、ピアノ演奏者の交替によ
り曲の流れやテンポが異なるなどの音色の変化にい
ち早く気づき、活動参加を中止して自分の席に戻っ
てしまう様子が見られた。少しの間は、ピアノの演
奏者の様子を見たりしているが、最後まで参加せず
に終わることがある。ここに、A 児の音へのこだ
わりがみられた。最初に聴いていたビートがはっき
りしながらも静かに流れるような演奏に慣れると、
他の演奏方法では参加できないことが課題として
残った。
【第期−模倣期】
保育者 Bに促されなくてもA児は音楽を聴くと、
自主的に活動に参加するようになった。とんぼの活
動では、音楽に合わせて最初の準備態勢から全速力
で走る、曲の終止に向かってゆっくり走るなどの細
かい自己制御が可能になった。曲が徐々にゆっくり
するというテンポの変化を認知した A児は、その
テンポに合わせて走る速度も徐々に落とすという
「少しずつ」という自己制御力がついてきた。ガブ
リエルソンは、音楽のリズムには、構造的、運動的、
感情的のつの側面があると指摘している6)。A児
がリズムの変化を捉ることが可能になった背景に
は、このようなリズムの拍節やテンポ、音の高さな
ど構造的側面を理解できるようになったことが考え
られる。また、リズムのもつ運動的側面により、走
行や徐々に止まるという自己制御力が芽生えてき
た。最終の装飾音では、他者の行動を模倣して自ら
片足を上げるポーズを試みることができた。リズム
には、人の感情に働きかけて認知することや、行動
を促進する作用があることがわかる。
走り方の緩急や走る方向については、A 児が他
児の様子を見て模倣するようになってきた。A 児
自身の行動が他児と異なることに気付くと、他児や
保育者の行動の注目する箇所がわかり、それを模倣
して自分の動きとしてあらわすことができるように
なったのである。さらに、保育者に賞賛されると嬉
しそうな表情をみせるなど、表情も豊かにあらわす
ようになってきた。A 児自身がリズム運動場面で
気持ちが解放され、参加することに満足感を覚えて
いるといえるだろう。
この段階から、A 児自身の身体制御が十分に可
能であると同時に、曲のイントロを聴くだけで参加
する活動かそうでないかを識別するようになった。
曲の冒頭を聴くだけで運動内容を予測し、走って前
に出て準備態勢に入ることが可能になってきたので
ある。すなわち、音楽を記憶・識別し、それを行動
につなげられるようになってきた。ただし、不参加
の活動もいくつかある。その理由については、曲の
好き嫌いによるものなのか、運動内容の難しさによ
るものかの判断はつかない。参加しない活動では、
曲のイントロを聴いただけで、ホール横の廊下にあ
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6）リズムにおける構造的側面とは、リズムの拍節やアクセントにより構造的に一かたまりとして感じられることであ
り、運動的側面とはリズムに合わせて歩行や跳躍など動きが容易になるということである。感情的側面は情動に働
きかけるという心理的作用である。Gabriesson, A. Rhythm in music. In j. R. Evans &M. Clones Rhythm in
psychological linguistic and musical processes. Springfisld. IL.：Thomas, 1986，131-167.
る椅子に座りに行くなど、A 児自身が時間の過ご
し方を決めているようである。活動「とんぼ」は最
後まで参加するが、「あひる」など活動によっては、
参加しても身体のバランスをとることが難しくふら
つきなどを感じると、最後まで参加せずに途中で席
に戻ることもある。
A 児に、他クラスの運動を見学しながら他児に
話かけるような素振りが見られた。リズム運動に参
加することを通して他児と共通の関心事ができ、そ
れが他者への意識への高まりにつながったといえる
だろう。これは、他者とのやり取りを行う前段階で
あると考えられる。
【第	期−自立期】
A 児は、人がグループとなって両手をつな
いで行う活動「五色の玉」など、一部を除いてほと
んど全ての活動に、参加するようになった。人と
いう集団で行う活動に参加するには、まだ少し時間
がかかるようであるが、人組で行う手押し車は、
年長女児となら可能になり、交代しながら行って
いる。
運動の好みや集団への参加にこだわりが多少見ら
れるが、A児は音楽の認知が発達するに伴い、様々
な行動変容が現れてきた。また、他クラスの活動時
には、他児と同じように自分の椅子に座って真剣に
見ている。
A 児は、これまでピアノ演奏者の交替やピアノ
の弾き直しなどにこだわりが見られたが、変更に対
しても自身の気持ちを制御できるように成長し、
様々な場面でのこだわりへの減少が見られるように
なってきた。その要因の一つとして、リズム運動の
配列が考えられる。リズム運動では回に〜10種
類の活動が行われるが、その順番は定まったもので
はない。パターン化していない配列は、A児にとっ
ては新奇性のある刺激として受け止められ、それら
に従う中で順序や音色にこだわらない状況が生まれ
てきたのではないかと考えられる。A 児は、リズ
ム運動では順番にとらわれることなく参加できるよ
うになってきた時期には、日頃の生活においてもこ
だわりが軽減してきたと保育者からの報告もある。
Ⅳ．総合考察
．音楽の認知における推移
第期の月当初から、A 児にもピアノの音は
聴こえているはずであったが、子どもたちや保育者
の声など漠然とした音が入力され、音楽にとくに意
識を向けている様子は見られなかった。活動が音楽
のリズムに合わせた運動であることに、最初は理解
できにくい状態であったといえる。しかし、ピアノ
が音源であることに気付いた A児は、ピアノの傍
に近寄り、音を聴きながらピアニストの指の動きに
興味を示した。これまで CDを流して行う体操には
興味を示さなかったことに比べると、アンプを通し
た大きな音よりピアノの音色の方が受容しやすいと
考えられる。	月に入るとピアノの傍をウロウロし
ているが、興味のある曲を聴くと一点を見て立ち止
まる様子が見られた。聴知覚が集中して働いている
ときには、一瞬動作を停止することがわかる。環境
に慣れてきたこの頃から、A 児はピアノの音質や
音楽、活動の内容に関心をもち始めたといえる。
第期の月には、とんぼ以外の項目「かえる」
「うさぎ」でも、保育者 Bと手をつなぎながらA児
は、付点（タッカ）のリズムに合わせて、ジャンプ
やカエル跳びに参加するようになった。日頃からよ
く耳にする童謡が伴奏に使用されていることで、馴
染みの曲に親しみを覚えると共に、子どもの動きを
追い立てるような躍動的なリズムからパッションを
A 児は感じたのではなかいと考えられる。ここで
のピアノ音は伴奏というより、運動を引き立てる大
きな役割を担っており、子どもたちは音楽からのイ
ンスピレーションを感受しながら運動を協応させて
いることがわかる。つまり、子どもたちは音の要素
をよく聴いているのである。このような躍動的なリ
ズム運動に感化を受けた A児は、音楽と運動の一
致に気付いたのであろう。音楽が聴こえる時だけ運
動を行い、音楽がなくなると運動を停止するとい
う、音楽と動きの制御について知覚されてきた。
月には「とんぼ」の走るときに、保育者 B の手を
引っ張るようにして自主的に前に出るなど、メロ
ディとリズムをしっかり認知してきたといえる。曲
に合わせて走る・ジャンプという、音楽と運動の協
応性に気付いた A児は、音楽がもたらす動と静へ
のさらなる理解が深まり、参加の増加へとつながっ
てきた。
第期の月には、「とんぼ」の前奏では動かな
いで両腕を回すこと、歌の部分で走ることなど、一
人でも活動に参加できるようになり、リズムの構造
を理解してきたことがわかる。イントロ部分が聴こ
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えるとソワソワしてすぐに前に出るという積極的な
参加態度が見られた。
第期の11月から12月にかけては、曲の最後では
音が徐々にゆっくりなるというテンポの変化を認知
し、その緩急に合わせた運動を行うなど、自己制御
力が十分についてきた。片足を上げるという最終の
ポーズでは、周りの子どもの動作をしっかり見て模
倣するなど、認知的発達が促進されてきたといえ
る。浅野による実験「動作の形態模倣における音の
効果」では、「音が鳴りなおかつ自分で見える行動
がもっと模倣しやすい」という結果が示されてい
る7)。A 児は音楽を聴きながらリズム運動を見て興
味が触発されると、A 児自身から他児の模倣がみ
られ、音楽の認知とともに模倣が伸長してきたこと
がわかる。
第	期の月には、全ての曲のイントロを聴くと
運動内容がすぐに予測することができることから、
曲を識別すると即座に参加の有無を決めるような態
度をあらわすようになった。「五色の玉」には参加
しないが、最初のわずかなイントロを聴くと椅子を
前後に揺らしてリズムに乗る様子が見られる。これ
は、音楽は受け入れているものの、運動内容の複雑
さ、または集団活動であることを好まないことが不
参加の原因と考えられる。
このように音楽の認知の推移については、第期
ではピアノの音質に対して関心をもつようになり、
第期では、音楽に合わせて運動を行うという音楽
と運動が協応していることを理解できるようになっ
た。この期では、曲を聴こうとする意欲が生まれて
きたことがわかる。第期は、曲の中でもリズムの
変化を認知できるようになった。その一方で、演奏
者が交代により音楽の流れ、リズム感、テンポ、音
色などが異なることにいち早く気づくなど、音への
こだわりも感じられた。A 児にとって記憶してい
る演奏以外は受け付けにくいという一面が見られた
のである。第期には、とんぼの曲のリズムの緩急
をはじめ、音楽の構造全体を把握するようになっ
た。音楽の構造が把握できると、音楽に運動を合わ
せる心地よさも感じられ、一人で参加する姿が認め
られた。最終の第	期では、演奏者が交代しても、
曲の順序が入れ替わっても戸惑わなくなった。音楽
を幅広く捉えて聴けるようになってきたといえる。
さらに、曲のイントロを聴くと即座に運動内容の予
測が可能になった。このように音楽の認知が広域に
渡るようになったことに伴い、認知面の向上も顕著
になってきた。A 児の中で、音色の受容、リズム
の認知、曲の構成の認識、テンポの緩急の認知、曲
の識別と運動との関連性が確実なものになってきた
といえるだろう。このような音楽の認知の発達に伴
い、模倣や他児とのやり取りなどが見られるなど、
社会性の発達に影響してきたと考えられる。
．リズムの知覚と作用
音楽には、リズム、メロディ、ハーモニーの三大
要素があるといわれている。梅本はそのリズムの定
義について、「音の長短の組合せの中にある周期的
なまとまりであり、秩序の知覚である」と示してい
る8)。また、「リズムは単に聞く人をして知覚する
という態度をとらせるにとどまらず、手拍子、足踏
み、指鳴らし、声、などいろいろな形態でリズムを
再生でき、反応を起させやすくしているのであろ
う。運動の体制下とリズムの確立において、時間的
構造が基本的なものであるから、この構造に対して
運動的反応が最も正確で早いであろう。｣9) と述べて
いる。これは、人はリズムを知覚するとそれだけに
留まらず、身体で反応することが最も容易な表現方
法であることを示しているのである。自閉症児の場
合、環境の設定や保育者のかかわり方など、様々な
条件によって行動が左右されるが、A 児はじめ多
くの自閉症児の症例からも、知覚したリズムを身体
で表現することは比較的容易であった。リズムの知
覚についてドロシィは、「リズムは音を聴いて知覚
するばかりではなく、ある動きを目で追うことに
よって知覚することもできる。｣10) と述べている。
A 児の場合、最初はリズム運動に焦点を合わせな
かったが、共同注意が可能になってからは、同じ音
楽で他児の運動を見る機会が増え、リズムの知覚か
ら聴覚と視覚による感覚統合を促進する作用がある
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7）浅野大喜 2012 リハビリテーションのための発達科学入門―身体をもった心の発達 協同医療出版社 79-80
8）梅本尭夫 1996 音楽の心理学(上) ナカニシヤ出版 183
メロディは、音の高さの組合せによるまとまりであり、ハーモニーは和音の進行のことである。
9）梅本堯夫 1996 音楽心理学の研究 ナカニシヤ出版 163
10）Miell Dorothy（ドロシィ・ミール） 星野悦子監訳 田部井賢一訳 2012 音楽的コミュニケーション 誠信書房
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ことを示唆している。
リズム運動に使用された曲の特徴として、同じリ
ズムが繰り返される「リズム・オスティナート」が
多いことが挙げられる。村尾は、「リズムパターン
として、人は入力された音の流れを拍子あるいは
拍子で群化（グルーピング）する傾向を強く持っ
ている」と指摘している11)。このような視点から今
回使用されたリズム運動の曲を検討すると、歌「と
んぼのめがね」をはじめ、ほとんどの曲がリズム・
オスティナートで構成され、拍子あるいは拍子
の曲が大半であることがわかる。リズム・オスティ
ナートという繰り返しからなる曲は、反復を保持す
る傾向が強い自閉症児にとって、受け止められやす
く記憶しやすいといえるだろう。
リズム運動の曲の特徴として、小節または小
節のグルーピング最後の拍が休符になっており、構
造的にも捉えやすいことが挙げられる。このよう
に、曲の構造がシンプルで明確な曲は、発達初期段
階の子どもにとって記憶が容易であるといえるだろ
う。タウトは、「リズムという時間コードを描いた
音楽は、時間としての意味のある音のパターンとな
り、脳に対する感覚や認知―知覚情報を伝える強い
刺激になる｣12) と指摘しているように、リズムが脳
に感覚刺激として与える影響力には大きいものがあ
る。例えば、パーキンソン患者の音楽療法において
刻むリズム音が使用されていることからもわかる。
ドイチェは「パターンを予期することによって同
期的反応が促進される。｣13) と示している。思考や
行動がパターン的であり、予測できないことに不安
を覚える自閉症児にとって、予期できるリズムのパ
ターンは見通しをもちやすく、運動で同期すること
につながったと考えられる。
本所で行われるリズム運動の曲は、曲のもつリズ
ムを誇張しながら全面的に押し出して演奏される。
動的なダイナミックな動作には、大きくアクセント
をつけて、より躍動的なリズムで演奏される。静的
な動きのゆっくりした動作には、流れるような音楽
でありながらリズムよく演奏される。A 児にとっ
て演奏される曲のリズムが明確で理解しやすいこと
が、活動の見通しがつきやすいことにつながり、リ
ズムを運動と結びつけやすいことが明らかになっ
た。
．共同注意行動の出現
子どもと大人の間でのやり取りで交わされる「共
同注意」は、コミュニケーションが可能となるため
に必須な条件であることが、大藪はじめ多くの研究
で指摘されている14)。しかし、自閉症児の特性とし
て、他者の視点に立つことが困難であったり、他者
の視線の先に自分の視線を合わせることが不得意で
あったりするために、共同注意行動の出現が難しい
ことが指摘されている15)。そのような特性をもった
A 児は、どのような経緯を経てリズム運動の中で
共同注意行動が促されたのであろうか。
最初は、A 児と保育者 Bとの間に共同注意は見
られなかった。第期に、A 児がリズムを認知し
て運動に参加できるようになり満足感を覚えた時か
ら、他児の活動を注視し、保育者 Bの指さす方向
の子どもにも注目するようになったのである。A
児にとって、刺激的な音楽と自分も参加できる運動
に関心を示し、他児を集中的に見ることが、応答的
共同注意行動につながったと考えられる。
他児の行動を見て模倣するようになった第期で
は、他児とのかかわりの中で、A 児自らが興味を
示した対象を指差し、他児の同調を求めようとする
行動が認められた。これが始発的共同注意行動の出
現の始まりである。リズム運動を媒介に共同注意行
動が生まれ、それによりコミュニケーションの発露
がみられたといえる。第	期には、他クラスの活動
を見ながら、新入園児に教えるような態度がみら
れ、A 児から発する始発的共同注意行動が多く認
められた。リズム運動の参加により感じた自己肯定
感や満足感が、他児と共有したいという A児の気
持ちにつながり、共同注意行動を促したのではない
だろうか。
徳永は、「何だろうという気持ちを事象に向ける
ことができないならば、視覚刺激や聴覚刺激は知覚
レベルにとどまり、認知に至らない」と指摘してい
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11）村尾泰弘 波多野誼余夫編 1987 音楽と認知 東京大学出版会 102
12）マイケル・H・タウト 三好恒明他訳 2006 リズム，音楽，脳 協同医書出版社 69
13）ダイアナ・ドイチュ編著 寺西立年，大串健吾，宮崎謙一監訳 1987 音楽の心理学(上)．西村書店 215
14）大藪泰 2004 共同注意―新生児から歳ヵ月までの発達過程― 川島書店 74-76
15）Michael Tomasello（マイケル・トマセロ） 中澤恒子訳 2006 心とことばの起源を探る―文化と認知― 勁草書房
19
る16)。子ども自身が、知覚した事象をさらに知りた
いという関心を抱くことこそが、認知の発達につな
がるのである。そのような関心を自閉症児が安心し
て抱くためには、対象となる事象が理解しやすい構
造であると共に、快の情動を味わうことが大切な条
件であると考える。A 児はリズム運動に参加する
中で、自身の身体と身体能力をぎりぎりまで使用す
ることによる快感を得たと思われる。このような快
感を味わう情動を他児と共有する経験は、A 児の
中で「他児と共に」という感覚を呼び起こし、応答
的共同注意から始発的共同注意へと発展したと考え
られる。
自閉症児にとっては、言葉による指示より音楽に
よる運動制御の方が、強制感が無く受容しやすいも
のであったといえるだろう。リズム運動に専念する
ことを通して、自分の行動や感情に気付くように
なった A 児は、他児への関心へと広がり、共同注
意行動の出現を経て、他者とのやり取りにつながっ
てきた。
．保育所におけるリズム運動の位置づけ
今回、実践事例として取り上げた保育所では、「リ
ズム運動」を日々の保育の中で最も大切なカリキュ
ラムとして位置づけている。そこには、最近の子ど
もたちの生活様式や遊びの変化に伴い、座位や立位
の姿勢の保持が難しいなど、筋力の低下を懸念して
いることが理由として挙げられている。この筋力の
低下は、精神力や忍耐力の低下とも関連するという
考え方である。本所では、日々のリズム運動を通し
て幼児期に十分に身体を使うことで、脳内に酸素を
十分に行き届かせ、心身の活性化を図りたいという
ねらいがある。そこには、個々の子どもの発達に合
わせた達成課題があり、運動における子どものもつ
可能性をできるだけ伸ばしていくための保育者の援
助が必要である
「リズム運動」における一連の活動内容は、一般
的に園で行われている「リズム活動」とはいくつか
の点で異なる。その特徴として、吉田は「運動面」
「音楽」「音楽を支えるピアノ」の点を挙げてい
る17)。まず、運動面についてであるが、音楽に同期
する動きという単純なものではなく、身体全体ぎり
ぎりまで使って振り幅を大きくとり、身体感覚の強
さを子ども自身の心地よい感覚にまで押し上げられ
るようにしていくのである。このような身体感覚の
強さは、身体だけの感覚に留まる事なく情動にまで
働きかけ、子ども自身が喜びを感じるようになるこ
とが目標である。一度でもリズム運動の心地よさを
体験できると、次回もやりたいという気持ちになる
のは健常児に限らず、自閉症児 A も同じことで
あった。自主的な参加は A児のリズム運動への満
足感をあらわすものであり、ここに躍動的な音楽と
運動のマッチングがみられる。最初は集団活動への
参加が苦手であった A児であるが、リズム運動の
参加を通して次第に他児と同じ感覚を共有すること
ができ、コミュニケーションへとつながったと考え
られる。
人間にとって根源的にもつリズムを感じながら身
体いっぱいを使って行うジャンプ、走るなどのリズ
ミカルな動きを行うことは、楽しい活動である。し
かし、それは単に楽しい動きというだけのものでは
なく、子どもたちが真剣な表情で力いっぱい自分を
出し切る場面でもある。年長児になると表現の美し
さを追求するようになるのである。
点目は、「音楽」である。上記の力いっぱいの
運動を支える音楽として、多様なジャンルから選曲
されている。丸山亜紀作曲の楽曲やロジャース作曲
の「走る馬」などの外国曲も用いられているが、そ
の多くは日本の伝統的な童謡である。
例えば「とんぼのめがね」を使用する場合、歌唱
時の演奏とは大きく異なる。歌唱では、ゆったりと
したテンポで、ブレスを感じたなめらかな演奏とな
るが、リズム運動では子どもたちの走る動きを煽る
ような激しい音と速いテンポで演奏される。そして
最後の止まるポーズに向かっては、徐々にゆっくり
していくなどテンポを変化させることが求められ
る。
リズム運動で使用される「とんぼ」は、丸山亜季
の編曲によるもので、左手の音符が右手同様の分
音符で記譜され、追い立てるような速いテンポで演
奏される（次頁上段の楽譜）。一方、歌唱用の楽譜
（下段）は、左手に分音符や分音符が用いられ、
ゆったりと演奏するなど、曲の雰囲気が異なって
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16）徳永豊 2009 重度・重複障害児の対人相互交渉における共同注意 慶応義塾大学出版会 2009 42-45
17）吉田孝 土方康夫他編 1987 保育幼児教育体系巻	／保育実践の展開 課業の指導「美術・音楽・体育」第
章音楽 労働旬報社（東京） 172-174
いる。
点目としては、音楽を支えるピアニストの演奏
方法についてである。CDやテープではなく、ピア
ニストがじっくりと子どもたちの運動の様子を見な
がらピアノを演奏することに意味がある。ここで
は、楽曲のもつ特徴を最大限に生かしながら、運動
を誘導するような演奏方法が求められる。ピアニス
トがリズムを明確に演奏することは当然であるが、
テンポ、強弱、ダイナミクスに注意しながら演奏す
る必要がある。運動によっては、つの型をゆっく
り修得させるために、アクセントをつけて動きを大
きく支えたり、時には音を止めたりして、静止の
ポーズを支える。このように、ピアニストには子ど
もの発達課題に応じた柔軟な演奏ができることが求
められるのである。さらにピアノ伴奏は、より高い
表現を引き出すように子どもたちに働きかけるとい
う、表現活動における伴奏の重要性がある。身体
いっぱいぎりぎりまで使えるように運動を誘導する
かのような音楽を提供することが、大切なのであ
る。そのためには、リズム運動指導者とよく連携を
取り、どのような動きを引き出すのかについて事前
に打ち合わせを行うことが必要であり、本所ではそ
の話し合いの時が多く持たれている。時には、子ど
もの動きと音楽が合っているのかをチェックするな
ど、ピアニストの演奏技術を習得するための研修も
行われている。
このように、動きを支えるための振り幅の大きい
音楽と身体全体を使った大きな動きを協応させたリ
ズム運動は、子どもの心身の感覚を鋭敏にさせてい
ると考えられる。日々の躍動的なリズム運動を見学
する中で A児は、ダイナミックな音楽と運動から
面白さや満足感を感じて参加に至った。リズム運動
は、情動に働きかけるような振り幅の大きい演奏に
合わせて子どもも保育者も真剣に参加して能力最大
限の力を出し切る運動である。これに感化を受けた
自閉症児は、リズム運動に参加する中で体力と情動
の発散を経験しているのではないかと考えられる。
Ⅴ．まとめ
本研究では、自閉症幼児がどのような経緯で聴
覚・視覚情報を自身の中に取り込んで認知し、リズ
ム運動と関連づけているのかについて事例から検討
した。その結果、A 児がピアノの音とピアニスト
の指の動きに関心を持ち、リズムを認知できるよう
になった後に、活動への注視、模倣の拡大、情動お
よび行動の制御など、認知全般にわたっての発達が
みられた。A 児のリズム運動への参加は、音楽を
認知することから身体的制御につながり、他児との
交流にまで発展したといえる。そこにはピアノ音だ
けが響く静かな環境、ピアノによる刺激的な音色、
構造化されたリズム曲という条件が整っている。ま
た、保育者 Bの愛情深い支援と A児の発達に即し
た適確な支援がおおいに影響していると考える。ま
た、他児と共有できる関心事がうまれることによ
り、共同注意行動が出現し、やり取りの発現につな
がってきたと考えられた。
運動リズムに使用される曲の特徴として、同じリ
ズムの反復、〜12小節の短い曲の繰り返し、歌詞
がついた曲が多いことが挙げられる。これらの曲
は、「ファ」と「シ」がない五音音階による曲がほ
とんどであり、「とんぼのめがね」をはじめ日本特
有の童謡曲が多い。このような音楽は、どこか懐か
しい感じがすると共に、短く記憶しやすい曲でもあ
る。リズムが単純で、シンプルな音からできた曲
は、初期の発達段階の子どもに理解されやすく、そ
れが身体制御につながりやすかったといえるだ
ろう。
同じ音楽を繰り返し聴き、同じ運動を何度も行う
リズム運動は、パターン的な行動をとる A 児に
とって、安心して参加できる活動であったともいえ
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る。このようなリズム運動を通した様々な経験は、
日頃のこだわりへの軽減にもつながってきた。その
後のA児は、保育者 Bがずっと付き添うことなく、
自立に向かっている。
自閉症児の支援として音楽を使用した療法的活動
は多様にあるが、その中でもノンバーバルな表現で
ありながら、身体をぎりぎりまで使う情動発散的な
リズム運動は、最も効果があるのではないかと考え
ている。
リズム運動における自閉症児の音楽認知と自己制御との関連
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